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　本研究では、ニュージーランドの南島北部で発生したカイコウラ地震を研究対象とし、地震のメカニズム解

を複数決定することによって、本震前後の応力場を求めた。この地域の応力場を求めた先行研究として佐藤

(2017: 東北大学修士論文)があるが、本震断層面上で余震が多く起きている場合、断層面が偏りを持って分布

している可能性があるため、本震断層面上で発生した余震メカニズム解の影響を検討する必要がある。そのた

め、Hamling et al. (2017)で設定された20の断層モデルと余震メカニズム解とのKagan角(Kagan, 1995)を用

いて、断層面上で起きていると考えられる余震を取り除いた後、応力テンソルインバージョンを行った。 

　それぞれの余震に対し最も近い断層とのKagan角を求めた結果、多くの地震のKagan角はメカニズム解の誤

差を超えるような大きい値を取り、余震には本震断層面以外で起きた地震も多く含まれると考えられる。 

　本震後の地震を用いた応力テンソルインバージョンの結果、南島北部のロンドンヒル断層付近の地域や

Kekerengu断層付近の地域では、Kagan角の閾値に依らず安定した横ずれ断層型となった。また水平最大圧縮

軸方向はおよそN115Eであり、本震前について得られている方向と概ね変わらなかった。しかし、本震の震源

付近の地域では複数断層が存在する地域であるためか、安定した応力場が得られなかった。今後は、本震の震

源付近の地域や本震前の地震についてもメカニズム解を増やし、安定した応力場を得られるようにする必要が

ある。
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